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和寒町総合計画審議会委員名簿 

 

和寒町総合計画審議会委員 

 

会 長 ： 浜 田 義 昭 

副会長 ： 藤 村 光 司 

 

1.各種団体等代表 

（1）産業関係 

 和寒町商工会 会長 浜 田 義 昭 

 和寒町観光協会 会長 渡 邊 裕 治 
 ＪＡ北ひびき 副組合長理事 兼 丸 幸 二 
 和寒町農民連盟 執行委員長 村 岡 敏 一 
   4 名 

（2）社会文教体育 

 和寒町青少年育成町民会議 会長 土 井 一 光 
 和寒町スポーツ協会 会長 今 田 弘 二 
 和寒町文化団体連絡協議会 会長 西 村 雄 一 
 和寒町社会福祉協議会 会長 瓜   るみ子 
 和寒町子ども会育成連絡協議会 会長 濱 田 敏 史 
 和寒町老人クラブ連合会 会長 窪 田 智 弘 
   6 名 

（3）青年女性団体 

 ＪＡ北ひびき 青年部 和寒支部長 石 田   剛 
 和寒町商工会青年部 部長 川 西 健 吾 
 和寒町商工会女性部 部長 石 上 厚 子 
 女性ネットワーク 会長 乗 田 あつ子 
   4 名 

（4）識見者 

   藤 村 光 司 
   1 名 

2.一般公募 

   荒 瀬 雅 之 
   合 田 菊 夫 
   佐 藤 実 紀 
   白 𡈽 真太郎 
   和 久   誉 
   5 名 

    

合 計 20 名 
  

2 

（敬称略） 
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 和寒町総合計画審議会条例 

 

 

和寒町総合計画審議会条例 

 

(平成 12 年 3 月 17 日条例第 25 号) 

(設置) 

第 1 条 和寒町の総合的な振興に関する対策を樹立し、その円滑なる推進を図るため、地方自治法(昭和 22 年法

律第 67 号)第 138 条の 4 第 3 項の規定に基づき、和寒町総合計画審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

(所掌事務) 

第 2 条 審議会は、町長の諮問に応じ和寒町の総合計画に関する計画の策定及びその他その実施に関し必要な調

査審議を行うほか、振興対策についての意見を具申することができる。 

(組織) 

第 3 条 審議会は、委員 20 名以内をもって組織する。 

2 委員は次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。 

(1) 各種団体の代表及び識見者 15 名 

(2) 一般公募者 5 名 

3 前項第 2 号の委員が定数に満たない場合は 1 号委員により補充するものとする。 

(委員の任期) 

第 4 条 委員の任期は 3 年とし、補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 

2 委員が委嘱されたときにおける当該身分を失った場合は、委員を辞したものとみなす。 

3 委員の再任は妨げない。 

(会長及び副会長) 

第 5 条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

2 会長は会務を総理し、審議会を代表する。 

3 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第 6 条 審議会は、会長が招集する。 

2 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

3 審議会の議事は出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

(部会) 

第 7 条 審議会は、調査、審議のため必要がある場合には、部会を置くことができる。 

(雑則) 

第 8 条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、町長が定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(和寒町総合計画策定審議会条例の廃止) 

2 和寒町総合計画策定審議会条例(昭和 43 年条例第 24 号)は廃止する。 

附 則(平成 28 年 6 月 24 日条例第 16 号) 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

2 この条例の施行の日以後最初に委嘱される委員の任期は、第 4 条第 1 項の規定にかかわらず、平成 31 年 3 月

31 日までとする。 
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 和寒町総合計画審議会答申書（諮問・答申） 

 

【諮問】 

 

和 総 第  153  号 

令和 2 年 6 月 11 日 

 

 

和寒町総合計画審議会 

会長 浜 田 義 昭 様 

 

 

和寒町長 奥 山   盛 

 

 

第 6 次 和寒町総合計画の策定について（諮問） 

 

本町では、平成 23 年（2011 年）から令和 2 年（2020 年）までの 10 年を期間とした、第 5

次 和寒町総合計画を策定し、各分野において様々な施策の推進に取り組んでまいりました。 

このたび、令和 3 年度（2021 年度）から令和 10 年度（2028 年度）までの 8 年を期間とした、

第 6 次 和寒町総合計画の策定にあたり、貴審議会の意見を賜りたく諮問いたします。 
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【答申】 

 

 

令和 3 年 2 月 22 日  

 

和寒町長 奥 山  盛 様 

 

和寒町総合計画審議会  

会長 浜 田 義 昭  

 

 

第 6 次 和寒町総合計画策定に係る答申について 

 

令和 2 年 6 月 11 日付け、和総第 153 号で諮問のありました、第 6 次 和寒町総合計画の策定

について、今後 8 年間のまちづくりに向け、総合的に審議を重ねてまいりました。 

本計画には、和寒町の現状と課題が検証され、これまでのまちづくりを継承し、さらに発展さ

せるための７つ分野に分けた基本構想と、情報通信技術や AI などの未来技術を導入した技術革新

及び持続可能で多様性あふれる社会の実現をめざしながら、多種多様な社会に対応するまちづく

りを進めていくことが盛り込まれております。 

本計画を審議するにあたり、町民意向調査結果などを踏まえ、全体での会議を開催してきたほ

か、より専門的に審議するため部会を設置し、細部にわたる議論も行ないました。 

当審議会としては本計画にありますとおり、今後の和寒町のまちづくりとして住みやすい環境

づくりのほか、基幹産業である農業の振興と商工業の発展、高齢者に対しての細かな支援と教育

文化の振興など、より一層取り組まれることを希望し答申といたします。 
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 策定の経過 

 

2019 年（令和元年） 

11 月 28 日 第 1 回 庁内策定委員会 策定方針、町民意向調査 

12 月 2 日 全員協議会 策定方針、町民意向調査 

12 月 16 日 第 1 回 和寒町総合計画審議会 
会長、副会長の選任、策定方針、町民意向

調査 

12 月 17 日 

～12月30日 
町民意向調査 高校生年代以上 1,000 名対象 

 

2020 年（令和 2 年） 

 1 月 22 日 

～ 2 月 7 日 
中学生アンケート 和寒中学校生徒 77 名対象 

 4 月 16 日 第 1 回 町民まちづくり会議 ワークショップ 

 4 月 21 日 第 2 回 町民まちづくり会議 ワークショップ 

 6 月  4 日 第 2 回 庁内策定委員会 
町民意向調査結果、基本構想骨子、基本計

画骨子 

 6 月 11 日 第 1 回 和寒町総合計画審議会 諮問、部会設置 

 6 月 19 日 全員協議会 町民意向調査結果報告 

 7 月  6 日 第 3 回 庁内策定委員会 部会別審議内容 

 7 月 14 日 第 2 回 和寒町総合計画審議会 町民意向調査結果報告 

 第 1 回 部会別審議 部会別審議 

 7 月 29 日 第 2 回 部会別審議 部会別審議 

11 月 2 日 第 4 回 庁内策定委員会 総論、目標人口と現状 

11 月 6 日 全員協議会 総論、目標人口と現状 

11 月 17 日 第 3 回 和寒町総合計画審議会 総論、目標人口と現状 

12 月 3 日 第 5 回 庁内策定委員会 基本計画 

12 月 4 日 第 6 回 庁内策定委員会 基本計画 

12 月 11 日 第 7 回 庁内策定委員会 基本計画 

12 月 17 日 全員協議会 政策予算 

12 月 24 日 全員協議会 政策予算 

 

2021 年（令和 3 年） 

 1 月 12 日 全員協議会 基本計画 

 1 月 12 日 第 4 回 和寒町総合計画審議会 基本計画 

 2 月 1 日 第 8 回 庁内策定委員会 基本計画修正、基本構想、実施計画、全般 

 2 月 4 日 全員協議会 基本計画修正、基本構想、実施計画、全般 

 2 月 9 日 第 5 回 和寒町総合計画審議会 
基本計画修正、基本構想、実施計画、全般、

政策予算 

 2 月 19 日 全員協議会 計画全般 

 2 月 22 日 答申書提出 会長、副会長より答申 

 3 月 1 日 

～3 月 16 日 
令和 3 年 第 1 回 和寒町議会定例会 総合計画原案提出、可決 
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 町民参加の状況 

 

 
 

（1）町民意向調査 

 

１．調査目的 

第 6 次 和寒町総合計画を策定するにあたり、町民の皆さんの本町の政策に対する満足度や

今後のまちづくりに対する重要な施策をどのように考えているかなど、ご意見やご要望の反映

を目的として実施。 

 

 ２．調査方法 

  ①調査対象 高校生年代以上の町民 1,000 名 

  ②抽出方法 無作為 

  ③調査方法 郵送による配付、回収 

  ④調査期間 令和元年 12 月 17 日から 12 月 30 日まで 

  ⑤回 収 率 48.3％（483 名） 

 

 

 

 

（2）中学生アンケート調査 

 

 １．調査目的 

第 6 次 和寒町総合計画を策定するにあたり、中学生の本町の印象や将来についてどのよう

に考えているかなどを把握し、総合計画に反映させることを目的として実施。 

 

 ２．調査方法 

  ①調査対象 和寒中学校生徒 77 名 

  ②調査方法 教員の指導のもと配付、回収 

  ③調査期間 令和 2 年 1 月 22 日～2 月 7 日 

  ④回 収 率 90.9％（70 名） 
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（3）町民まちづくり会議 

 

 １．設置目的 

第 6 次 和寒町総合計画を策定するにあたり、今後のまちづくりの基本的な方向性について

議論し、町民の声を計画に反映することを目的として設置、開催。 

 

 ２．開催の状況 

  講  師：旭川大学 経済学部経営経済学科 教授 江口 尚文 氏 

  委  員：各団体代表委員 9 名、一般公募委員 2 名 計 11 名 

  開催状況：（第 1 回）令和 2 年 4 月 16 日 講師 1 名 委員 9 名 出席 

（第 2 回）令和 2 年 4 月 21 日 講師 1 名 委員 8 名 出席 

 

 

 

 

（4）町政懇談会 

 

 １．調査目的 

第 6 次 和寒町総合計画を策定するにあたり、総合計画及び町政運営に反映させることを目

的として開催。 

 

 ２．開催の状況 

① 7 月 17 日： 仲町自治会 町民センター子供会室 17 名出席 

② 7 月 21 日： 西町自治会 西町自治会館 8 名出席 

③ 7 月 22 日： かたくり自治会 かたくり自治会館 11 名出席 

④ 7 月 27 日： 三和・菊野自治会 三和・菊野自治会館 16 名出席 

⑤ 7 月 30 日： 大通自治会 交流施設ひだまり 10 名出席 

⑥ 7 月 31 日： 中和自治会 中和自治会館 16 名出席 

⑦ 8 月 3 日： 西和福原自治会 西和福原自治会館 5 名出席 

⑧ 8 月 5 日： 東山自治会 東山自治会館 8 名出席 

⑨ 8 月 6 日： 恵みケ丘自治会 恵みケ丘自治会館 13 名出席 

⑩ 8 月 7 日： 若草自治会 若草自治会館 18 名出席 

⑪ 8 月 11 日： 三笠南自治会 三笠南自治会館 25 名出席 

⑫ 8 月 28 日： 松岡・北原自治会 松岡・北原自治会館 6 名出席 

12 自治会 計 153 名 
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（5）町民意向調査の結果 

 

【問１】年齢や居住年数などについて 

（ア）年齢 

・回答率は、「70～79 歳」の 25.5%が最も

多く、次いで「60～69 歳」の 23.4%であ

った。 

 
 

（イ）性別 

・回答者は、「男性」は 38.7%、「女性」は

54.9%となり、女性の回答比率は男性よ

りも 15％以上多かった。 

 
 

（ウ）居住年数 

・回答者の居住年数は、「40 年以上」の

39.1%が最も多く、次いで「20～29 年」

の 11.2%、「30～39 年」の 8.5%であっ

た。 

・20 年以上居住している回答者は 58.8%

と全体の 6割近くを占めた。 

・「5年未満」は9.7%であり、全体の1割程

度であった。 

  
 

（エ）職業 

・回答者の職業は、「無職」の 24.0%が最も

多く、次いで「農林業」の 21.5%、「サー

ビス業」の 9.3%、「製造業・建設業」の

7.2%であった。 

 
  

15～19歳

5.2%

20～29歳

5.4%

30～39歳

9.5%

40～49歳

13.5%

50～59歳

14.9%

60～69歳

23.4%

70～79歳

25.5%

80歳以上

2.5%

無回答

0.2%

男性

38.7%

女性

54.9%

無回答

6.4%

５年未満

9.7% ５～９年

4.1%

10～14年

5.8%

15～19年

8.3%

20～29年

11.2%

30～39年

8.5%

40年以上

39.1%

無回答

13.3%

農林業

21.5%

製造業・

建設業

7.2%

商工業

5.2%

金融業

0.4%
不動産業

0.2%

運輸・通信業

1.4%
サービス業

9.3%

公務員

2.9%

団体職員

5.4%

学生

7.0%

無職

24.0%

その他

13.3%

無回答

2.1%
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（オ）居住住宅 

・回答者の居住住宅は、「一戸建の持家」の

78.7%が最も多く、次いで「公営住宅」の

15.5%であった。 

 

 

 

【問２】和寒町の住み良さについて 

・「どちらかといえば住み良い」の 43.3%が

最も多く、次いで「住み良い」の 24.2％、

「どちらともいえない」の 19.3%であっ

た。 

・「どちらかといえば住み良い」を含め、住

み良いと感じている回答者は、全体の7割

近くとなった。 

・「住みにくい」は 4.3%、「どちらかといえ

ば住みにくい」は 7.9％であり、全体の 1

割程度であった。  

 

【問３】これからも和寒町に住み続けたいか。 

・「今の場所に住み続けたい」は 61.9％と最

も多かった。 

・町外への「転出を考えている」は 12.6%、

「住み続けたいが、町外に移ることにな

る」は 8.3%と両者を合わせると 2割程度

の人が町外への転出を考えていることと

なった。 

・「町内の別の場所に移りたい」は 8.3%で

あった。 

 

 

 

【問４】問３で【町内移動・転出を考えている】の項目を選んだ理由をお答えください。 

・「移動（交通）が不便」、「医療や福祉面が

不安」はともに 73 件（19.4%）と最も多

かった。 

・「買い物や飲食が不便」は 60 件（15.9%）、

「働く場所がない」は 51 件（13.5％）で

あった。 

・「地域の防犯体制が不十分」については 4

件（1.1%）と最も少なかった。 

 

  

  

一戸建の

持家

78.7%

一戸建の

借家

2.5%

民間の賃貸ア

パート

2.1%

公営住宅

15.5%

勤め先の

社宅や寮

0.8%

その他

0.2% 無回答

0.2%

住み良い

24.2%

どちらかといえ

ば住み良い

43.3%

どちらともい

えない

19.3%

どちらかといえ

ば住みにくい

7.9%

住みにくい

4.3%

無回答

1.0%

22 

73 

60 

12 

13 

73 

4 

9 

19 

51 

21 

20 

自然環境が厳しい

移動（交通）が不便

買い物や飲食が不便

子育て環境が不十分

教育環境が不十分

医療や福祉面が不安

地域の防犯体制が不十分

家族・親族と同居するため

転勤や学校の関係で

働く場所がない

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今の場所に住み

続けたい

61.9%

町内の別の場

所に移りたい

8.3%

転出を考えて

いる

12.6%

住み続けたい

が、町外に移

ることになる

8.3%

その他

6.8%

無回答

2.1%
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【問５】町での暮らしに関する「現状の満足度」と「今後の重要度」について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）生活環境などについて 

・「保留項目」の割り合いは比較的多

く、生活環境への満足度が高い傾向

となった。 

・「道路や歩道の除排雪」、「環境問題

への取り組み」について重要項目へ

の割合は高かった。 

 

 

 

（２）消防・防災・生活安全、産業など

について 

・「農林業の振興」、「商工業の振興」、

「観光の振興」、「農産品加工や特産

品開発」の重要項目への割合は高

く、「働く場の確保」についても重

要項目への割合は高かった。 

 

 

（３）生涯学習・文化の振興、社会福祉、

保健医療などの状況について 

・「病院などの医療環境」や「高齢者へ

の支援」「福祉介護サービス」の重

要項目への割合は高かった。 

・「芸術文化などの社会教育活動」や

「スポーツ活動」の満足度は高かっ

た。 

 
  

重要項目

15.9%

26.9%

44.7%

36.8%

37.3%

37.5%

37.8%

21.5%

27.3%

23.4%

41.2%

現状維持項目

23.2%

20.9%

23.6%

7.9%

10.8%

12.8%

10.4%

17.8%

24.8%

11.4%

13.5%

保留項目

51.6%

43.5%

26.7%

31.7%

35.8%

30.2%

32.1%

45.8%

39.8%

44.9%

26.7%

検討項目

9.3%

8.7%

5.0%

23.6%

16.1%

19.5%

19.7%

14.9%

8.1%

20.3%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

1.水資源の確保や水道の整備

2.道路や歩道の整備

3.道路や歩道の除排雪

4.町営バスの利便性

5.情報通信網の整備

6.公営住宅の整備

7.公園や緑地の整備

8.下水道（排水処理）の整備

9.ごみの収集・リサイクル

10.葬斎場・墓地環境の整備

11.環境問題への取り組み

重要項目

25.3%

35.2%

31.3%

44.5%

57.3%

56.5%

56.3%

77.7%

現状維持項目

26.3%

20.7%

22.2%

10.6%

10.4%

9.1%

11.4%

6.2%

保留項目

40.1%

33.5%

33.7%

25.9%

17.0%

14.9%

18.2%

6.0%

検討項目

8.3%

10.6%

12.8%

19.0%

15.3%

19.5%

14.1%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

1.消防・救急体制の整備

2.防災体制の整備

3.交通安全・防犯体制

4.農林業の振興

5.商工業の振興

6.観光の振興

7.農産品加工や特産品開発

8.働く場の確保

重要項目

37.5%

28.4%

26.1%

36.6%

47.8%

45.6%

33.3%

65.8%

47.4%

40.8%

現状維持項目

18.4%

12.6%

14.5%

19.7%

20.5%

19.7%

19.3%

13.3%

14.5%

12.8%

保留項目

27.7%

39.3%

41.2%

28.6%

22.8%

24.8%

35.0%

12.8%

19.5%

28.8%

検討項目

16.4%

19.7%

18.2%

15.1%

8.9%

9.9%

12.4%

8.1%

18.6%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

1.学校の教育環境

2.芸術文化などの社会教育活動

3.スポーツ活動や施設整備

4.子育て環境や支援

5.高齢者への支援、施設の整備

6.福祉介護サービス

7.健康づくりや病気の予防

8.病院などの医療環境

9.障がい者（児）への支援

10.地域への活動支援

●アンケートの回答について、「満足と思う

もの」、「今後重要と思うもの」の組み合わせ

により、以下の４つの項目に分類した。 
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【問６】子どもを増やすには、どの点を重視していくことが望ましいか。 

・「安定した雇用の確保」は 354 件

（25.3%）と最も多く、次いで「子

育てにかかる経済的負担の軽減（児

童手当、医療費支援など）」などで

あった。 

・「乳幼児の保健指導や育児相談の充

実」、「不妊治療などへの支援」など

は比較的少ない回答であった。 

 

 
 

354 

103 

7 

20 

18 

40 

69 

116 

97 

71 

21 

33 

204 

204 

24 

20 

安定した雇用の確保

結婚に対する支援

妊娠・出産に関する情報提供

不妊治療などへの支援

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

子どもの健康支援

子どもが遊べる場所の整備

保健環境（保育所、一時保育等）の充実

教育環境の充実

生活環境（道路交通、住宅等）の整備

防犯、交通安全対策の強化

親同士が交流できる場所や機械の充実

子育てと仕事の両立を可能にする意識づくり

子育てにかかる経済的負担の軽減（児童手当、医療費支援…

その他

無回答

0 50 100 150 200 250 300 350 400
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